
▲食べても美味しいテナガエビ。緑川や
菊池川などで気軽に釣れる

▲ポイントは六間堰下流の石積みの護岸。潮が引くと石積みが見えてくる

　梅雨入りと同時に産卵シーズンを迎え、食
いが活発になるテナガエビ。今回は緑川や
菊池川などの護岸で気軽に楽しめるテナガ
エビ釣りを紹介します。
　今回訪れたのは、加勢川と緑川が合流する
熊本市南区美登里町の六間堰下流にある石積みの護岸です。潮が引くと石積
みが見えてくるので、その岩の隙間を狙います。仕掛けは1.5ｍ程度ののべ竿
に１号の道糸をつけ、市販のテナガエビ専用針をセットしたもの。エサは中国
虫やミミズを用意します。
　釣り方はいたって簡単。石積みの岩の隙間に仕掛けを入れ、あとは静かに待
つだけ。竿を３本くらい準備し、３～４分間隔で交互に竿を上げるとエサをくわ
えたテナガエビが掛かってきます。注意したいのエサの大きさです。大き過ぎる
と食い込みが悪い上、ハゼなどの外道に邪魔されます。中国虫なら5mm位、ミ

ミズは1cm程度にカットして針につけてください。
潮周りは夕方干潮となる下げの中潮時がベスト。
体長10cmを超える大型も期待できます。
　もちろんテナガエビは食べても最高。から揚げ
は、冷たく冷やしたビールにピッタリです。

★所要時間　熊本市中心部から六間堰まで、車で約30分
★費　　用　エサ代（中国虫）300円程度、テナガエビ専用針250円程度▲から揚げはビールのおつまみに最高
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いつものヨーグルトにひと手間加えるだけで、コクのあるデザートに変身、しかも簡

単。夏にぴったりのゼリーです。

★材料（グラスに約６個分）
ヨーグルト …………………… 400cc
牛乳 ………………………… 200cc
生クリーム…………………… 100cc
砂糖 ………………………………90g
粉ゼラチン…………………………12g
フルーツ缶………………… 1～1.5缶
(黄桃・白桃・パイン・リンゴなど)

★作り方
①　粉ゼラチンを水50～70ｇでふやかしておく。
②　牛乳に砂糖を入れ、温めながら砂糖を溶かす。
③ ふやかしたゼラチンを入れ、粗熱がとれてから生

クリームを入れる。
④　③とヨーグルトを混ぜ、容器に流し固め、フルーツ

などを飾る。
⑤　冷蔵庫で１時間ほど冷やしたら出来上がり。　　

六間堰下流でテナガエビ釣り六間堰下流でテナガエビ釣り

協力・かつきパン教室

〈ＭＥＭＯ〉
※ケーキ型の容器で作る場合、フルーツ缶の中身を入れ、冷やし固めて型から出し、お皿に切り分
けると華やかになります。その場合は粉ゼラチンを15ｇくらいに増やします。

生　活 2013.0713 環　境2013.07 2


